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「
こ
の
写
真(

上)

は
開
会
式
が

終
わ
っ
て
、
す
ぐ
に
撮
っ
た
も

の
。
疲
れ
た
顔
し
て
る
で
し

ょ
？
」
…
と
笑
い
な
が
ら
ア
ル

バ
ム
を
め
く
る
菅
原
さ
ん
は
、

当
時
高
校
三
年
生
。
八
橋
陸
上

競
技
場
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
、

鼓
隊
部
の
総
指
揮
者
を
つ
と
め
、

入
場
行
進
の
先
頭
を
歩
き
ま
し

た
。菅

原
さ
ん
が
所
属
し
て
い
た

敬
愛
学
園
高
校
鼓
隊
部
は
、
秋
田
国

体
の
た
め
に
、
そ
の
二
年
前
、
当
時

の
一
年
生
を
集
め
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
来
る
日
も
来
る
日
も
太

鼓
の
練
習
に
明
け
く
れ
る
毎
日
。
と

こ
ろ
が
三
年
生
に
な
っ
た
と
き
突
然
、

総
指
揮
者
に
指
名
さ
れ
ま
す
。
太
鼓

か
ら
指
揮
へ
の
変
更
に
「
耳
を
疑
い

ま
し
た
」
が
、
厳
し
い
特
訓
で
指
揮

の
実
力
も
つ
け
ま
し
た
。

国
体
当
日
、
鼓
隊
部
は
入
場
行
進

の
先
頭
。「『
五
分
前
…
、
三
分
前
…
、

一
分
前
…
、
ス
タ
ー
ト
！
』
の
合
図

で
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
た
ん
、
と

に
か
く
す
ご
い
数
の
観
客
と
拍
手
だ

っ
た
の
は
覚
え
て
い
ま
す
」。

行
進
は
、
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
の
前

を
過
ぎ
た
ら
そ
の
ま
ま
競
技
場
か
ら

出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
菅
原
さ

ん
た
ち
は
出
口
に
待
機
し
て
い
た
バ

ス
で
す
ぐ
に
学
校
に
戻
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。「
そ
う
し

な
い
と
次
の
人
た
ち
が
つ
ま
っ
て
し

ま
う
ん
で
す
。
先
頭
だ
っ
た
の
で
、

他
の
出
し
物
は
全
く
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
度
の
国
体
は
、
観
客
席

か
ら
ゆ
っ
く
り
観
戦
し
た
い
で
す
ね
」

と
、
平
成
十
九
年
の
国
体
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

青
春
を
国
体
と
と
も
に
過
ご
し
た

菅
原
さ
ん
。「
ス
ギ
ッ
チ
情
報
局
の
見

出
し
を
見
た
だ
け
で
胸
が
熱
く
な
り
、

思
わ
ず
国
体
局
に
電
話
し
て
し
ま
っ

た
！
」
の
に
も
う
な
ず
け
ま
す
。

高
校
生
活
す
べ
て
を

か
け
た
入
場
行
進

菅
原
洋
子
さ
ん(

61
歳
・
牛
島)

入場行進の先頭で指揮をしました

秋田市国体局総務企画課tel(866)2830

昭和36年の秋田国体にまつわる思い出を紹介
します。“まごころ”がいっぱいつまったあなた
のお話を聞かせてください。

あれは44年前…

秋
田
県
が
主
催
す
る
「
平
成
十
七
年

度
秋
田
県
林
業
経
営
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、

雄
和
地
域
の
神
ケ
村
自
治
会
に
林
業
経

営
の
部
の
優
良
賞
、
下
新
城
地
区
の
小

友
町
内
会
に
間
伐
推
進
の
部
の
秋
田
県

知
事
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

下新城小
お

友
と も

町内会

下
新
城
の
小
友
町
内
会
の
所

有
す
る
百
㌶
の
ス
ギ
人
工
林

は
、
町
内
会
が
戦
後
か
ら
計
画

的
に
植
栽
し
、
下
刈
り
や
枝
打

ち
な
ど
を
続
け
、
苦
労
し
て
育

て
て
き
た
も
の
で
す
。

平
成
十
五
・
十
六
年
度
に

は
、
よ
り
よ
い
ス
ギ
を
育
て
る

た
め
、
約
四
十
㌶
の
間
伐
を
行

い
ま
し
た
。
先
人
か
ら
受
け
継

い
だ
貴
重
な
財
産
を
、
こ
れ
か

ら
も
み
ん
な
で
大
切
に
受
け
継

い
で
い
き
ま
す
。

間伐推進の部　秋田県知事感謝状

雄
和
の
神
ケ
村
自
治
会
は
、

百
八
㌶
の
造
林
地
に
約
八
十
年

間
に
わ
た
り
ス
ギ
を
植
え
、
保

育
管
理
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ

こ
か
ら
得
た
収
入
は
、
地
域
の

公
共
施
設
の
設
置
費
用
に
あ

て
、
住
民
の
負
担
を
軽
減
す
る

な
ど
、
地
域
振
興
に
も
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
間
伐
材
の
販
売
方

法
、
広
葉
樹
林
の
活
用
方
法
な

ど
も
研
究
し
、
よ
り
充
実
し
た

財
産
に
育
て
て
い
き
ま
す
。

地域で育てる
秋田杉っち

秋田県林業経営
コンクール

雄和神
じ ん

ケ
が

村
む ら

自治会

林業経営の部　優良賞(秋田県林業改良普及協会長賞)

(会長佐藤剛さん)(会長宇佐美農一さん)

思い出のアルバムを見る菅原さん

菅原さん



〃
商
人
・
職
人
の
ま
ち
〃
大
町
通
り
の
一
角
に
、
江
戸
時
代
後
期

の
た
た
ず
ま
い
を
残
す
旧
金
子
家
住
宅
が
オ
ー
プ
ン
！
　
再
現
さ

れ
た
伝
統
的
な
町
家

ま

ち

や

の
ぬ
く
も
り
に
ぜ
ひ
ふ
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
と
し
て
、
８
月
21
日
(日)
ま
で
「
鏝
絵

こ

て

え

展
」
を

開
催
中
。
こ
の
期
間
中
、旧
金
子
家
住
宅
の
み
の
観
覧
は
無
料
で
す
。

土
蔵
で
は
鏝
絵
展
を
開
催
中

観覧時間 午前９時30分～午後４時30分

肖
像
画
や
直
筆
色
紙
な
ど
展
示

観覧時間 午前10時～午後５時30分

「赤城の子守唄」などで有名な、秋田市出身の
歌手・東海林太郎のゆかりの品々を展示した「東
海林太郎音楽館」が、大町の榮太楼菓子舗本店２
階にオープン！　入館無料。ぜひおいでください。

NPO法人東海林太郎伝承会事務局tel(823)5145

The 
Power 
of Music 
from 
Akita 
-1st-

と
　
き

９月３日(土)午後５時～９時
４日(日)午前11時～午後５時

と
こ
ろ(

予
定)

日本銀行駐車場、あくら、
大町二丁目の幸

さいわい

橋脇、通町、
サンパティオ大町、
旧金子家住宅

音楽をこよなく愛するみなさんが
街を盛り上げるイベントです。あが
た森

もり

魚
お

(フォーク)、ケーシー・ランキ
ン(ロック)、播東和彦(R&B)ほか、プ
ロ・アマ約50組が出演予定。
街に音楽があふれる２日間。会場

で一緒に“The Power of Music(音楽
の力)”を感じてみませんか。

※左の地図の♪が会場です。

問い合わせ

ザ・パワーオブミュージック フロム
アキタ実行委員会tel(862)1636

(あきた共通商品券協同組合内)
http://akita.mysterious.jp/

※３日はプロのライブと協賛イベント、
４日は一般の音楽愛好者とミュージ
シャンによる演奏です。

※10月～４月は午後５時まで

問い合わせ 民俗芸能伝承館tel(866)7091

広報あきた　８月16日号15

西部地域でワークショップ

七
月
二
十
六
日
、
西
部
地
域
(※)
に
建
設

予
定
の
「(

仮
称)

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
」
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ(

話
し
合

い
の
場)

を
、
ア
ト
リ
エ
も
も
さ
だ
で
開
き

ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
は
、
東
西
南
北
中
央
、
河
辺
、

雄
和
の
市
内
七
地
域
に
平
成
二
十
七
年
度
ま

で
順
次
整
備
し
て
い
く
予
定
で
、
西
部
地
域

が
そ
の
第
一
弾
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

し
て
、
地
域
の
課
題
は
地
域
で
解
決
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

参
加
し
た
市
民
五
十
人
は
三
つ
の
チ
ー

ム
に
分
か
れ
、「
あ
な
た
が
セ
ン
タ
ー
長
に

な
っ
た
ら
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
思
い
描
く
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
話
し

合
い
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、
形
に
し
て

い
き
ま
す
。
九
月
末
ま
で
に
各
チ
ー
ム
の

意
見
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
セ
ン
タ
ー

の
建
設
基
本
計
画
を
策
定
す
る
際
の
検
討

項
目
に
し
ま
す
。

もしもあなたが
「センター長」になったら？

地域への思いなどを語り合いました

※
西
部
地
域
…
新
屋(

勝
平
を
含
む)

・
新
屋
町

浜
田
・
豊
岩
・
下
浜

一般100円 中学生以下無料
観覧料 ※上記の料金で、民俗芸能伝承館

と旧金子家住宅が観覧できます。


